
ｉ
ｌ
ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
砿
ｌ
ｉ
１
Ｉ
ｉ

發
起
人
依

頼
状 記
念
・
曾
の

目
的
と
行

事
並
に
事

業 各
地
の
支

部

告
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
絃
に
は
贄
一
一
一
一
戸
を
要
し
な
い
と
恩
ふ
か
、
記
念
會
の
成
立
計
護
遂
行
に
關
し
て
は
、
十
時
會
長
の
細
心
な
る
配

慮
と
、
校
内
理
事
の
熱
心
な
る
努
力
と
、
特
別
委
員
の
熱
烈
な
る
援
助
と
が
、
一
般
會
員
中
よ
り
依
頼
せ
乙
千
数
百
名
の
發
起
人
諸

氏
の
理
會
と
賛
同
と
な
り
、
延
い
て
は
そ
の
他
の
會
員
諸
氏
の
賛
襄
醸
金
と
な
っ
て
現
れ
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
し

て
本
書
の
筆
を
闇
く
に
富
り
て
、
成
立
の
趣
意
竝
に
企
豊
の
内
容
と
を
記
し
て
置
き
た
い
と
恩
ふ
。

發
起
人
依
頼
状

拝
啓
時
下
秋
冷
の
候
高
堂
盆
旦
御
清
鮮
の
段
奉
大
賀
候
き
て
来
る
昭
和
十
二
年
が
母
校
創
立
第
五
十
年
に
相
當
致
す
こ
と
は
夙

に
御
承
知
の
事
と
泰
存
候
母
校
に
於
て
は
同
年
十
月
十
日
の
創
立
記
念
日
を
卜
し
て
盛
大
な
る
式
典
を
學
行
致
す
こ
と
に
相
成
居

候
御
存
じ
の
通
り
吾
が
同
窓
會
は
母
校
の
歴
史
に
比
し
て
成
立
の
日
尚
淺
く
従
っ
て
諸
般
の
施
設
に
於
て
遺
憾
の
黙
多
を
有
之
候

へ
ど
も
御
蔭
を
以
て
年
と
共
に
整
頓
に
赴
き
居
候
間
追
為
と
各
位
の
御
期
待
に
背
か
ざ
る
ま
で
に
相
成
申
す
べ
き
や
う
所
念
罷
在

候
就
て
は
吾
が
同
窓
會
に
於
て
も
一
に
は
以
て
龍
南
往
年
の
生
活
を
偲
び
一
に
は
以
て
後
進
誘
披
の
一
端
に
も
資
す
る
爲
に
此
の

際
特
に
何
等
か
の
記
念
事
業
を
相
企
て
度
く
已
に
昨
年
の
本
部
總
會
に
於
て
満
場
一
致
の
賛
同
を
得
候
間
不
取
敢
数
名
の
企
書
委

員
を
委
囑
致
し
鋭
意
熟
議
の
結
果
大
鰐
左
記
の
如
き
成
案
出
来
今
夏
當
地
在
住
の
特
別
委
員
會
に
附
議
し
て
其
の
承
認
を
得
此
程

漸
く
實
動
の
運
び
に
相
成
申
候
公
私
御
多
端
の
際
甚
だ
御
迷
惑
の
こ
と
シ
奉
存
候
へ
ど
も
一
同
の
微
衷
を
御
賢
察
の
上
何
卒
杠
げ

て
發
起
人
の
一
員
た
る
こ
と
を
御
承
諾
被
下
度
御
願
申
上
候
然
る
に
諸
事
輻
湊
に
取
紛
れ
御
依
頼
状
も
存
じ
か
け
な
く
遅
延
致
し

申
諜
も
無
御
座
候
へ
ど
も
来
る
十
月
十
日
の
記
念
日
前
に
は
是
非
と
も
一
般
に
趣
意
書
の
發
遥
を
完
了
致
度
候
間
甚
だ
勝
手
な
が

ら
折
返
し
何
分
の
御
指
圖
な
き
向
は
御
快
諾
被
下
候
も
の
と
拝
察
致
候
ま
シ
此
の
黙
も
何
卒
不
悪
御
承
引
の
程
重
ね
て
奉
願
候

附
録
五
高
同
窓
會
と
開
校
五
十
年
記
念
會

五
六
九

二
開
校
五
十
年
記
念
會

第
五
高
等
學
校
開
校
五
十
年
記
念
會
の
目
的
は
、
趣
意
書
に
も
あ
る
如
く
、
母
校
育
英
五
十
年
の
燦
た
る
歴
史
を
回
顧
し
、
感
謝

し
、
艫
讃
す
る
と
共
に
、
そ
の
光
榮
あ
る
歴
史
と
、
力
扱
き
傳
統
と
を
、
盆
且
宣
揚
進
展
せ
し
め
ん
が
爲
に
外
な
ら
ぬ
・
人
或
は
そ

の
規
模
の
小
に
し
て
、
そ
の
宜
傳
の
消
極
的
な
り
し
こ
と
を
難
か
る
か
も
知
れ
な
い
。
さ
り
な
が
ら
、
そ
の
計
薑
に
は
、
此
一
一
の
支
障

も
生
ぜ
ず
に
遂
行
せ
ら
れ
、
記
念
式
の
際
に
於
け
る
勤
続
者
の
表
彰
も
、
記
念
館
の
献
納
も
、
同
日
午
後
の
慰
蕊
祭
も
、
同
夜
の
同

窓
會
全
園
大
會
も
、
十
一
日
午
後
の
記
念
大
講
演
會
も
、
悉
く
會
員
の
期
待
を
裏
切
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
何
人
と
雌
も
認
め
た
こ

と
シ
信
ず
る
。
若
し
夫
れ
本
書
の
刊
行
に
至
り
て
は
、
記
念
館
建
設
と
共
に
、
一
一
大
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
柳
か
な
か
ら
母
校
五
十

①

年
の
面
影
を
傳
へ
得
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
是
れ
偏
に
同
窓
會
員
各
位
の
理
會
と
援
助
と
の
賜
で
あ
る
｝
」
と
は
一
云
ふ
ま
で

も
な
い
。

各
地
の
同
窓
會
支
部
も
、
内
地
は
固
よ
り
、
鮮
滿
支
那
の
大
都
市
に
設
け
ら
れ
て
、
會
員
相
互
の
親
睦
を
岡
ろ
と
共
に
、
母
校
と

の
連
絡
も
密
接
と
な
り
、
本
部
に
於
て
は
、
日
夕
鋭
意
名
簿
の
整
備
を
加
へ
つ
漠
。
年
々
之
を
印
行
し
、
會
報
も
、
時
に
特
輯
號
ま

で
編
纂
し
て
會
員
諸
氏
に
頒
布
し
⑲
以
て
本
會
設
立
の
旨
趣
に
添
ふ
や
う
最
善
を
霊
し
て
ゐ
た
麺
昭
和
十
年
十
月
を
以
て
、
開
校

五
十
年
記
念
會
の
成
立
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

附
錐
五
高
同
窓
倉
と
開
校
五
十
年
記
念
會

三
教
授
、
會
計
に
は
白
壁
傑
次
郎
・
池
田
一
幸
の
一
一
教
授
及
び
補
助
辻
内
一
書
記
と
な
っ
て
居
り
、

の
ま
シ
で
あ
る
。

而
し
て
記
念
會
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
一
一
年
十
一
一
月
一
一
十
五
日
刊
行
の
會
報
に
、
十
時
會
長
の
挨
拶
は
固
よ
り
、
細
大
と
な
く
報

離
汁
臓
乳
唖
鵡
ｆ
轌
轆
鰯
叶
磯
》
鹿
隣
》
》
》
》
錘
醗
》
》
‐
蒋
騨
鷺
灘
熈
》
』
望
鐵
十
パ
ロ
》
７
㎡
瀧
蝋
》
》
』
篭
一
軒
‐
鍵
騨
必
…
も
Ⅳ
▽
Ｊ
７
Ｈ
…
ｔ
ｒ
』
ｊ
；
稲
：
蕪
：
け
：

五
六
八

編
輯
及
び
雲
自
記
は
．
創
立
賞
初

、
１
１

''’
'''’
'１



趣
意
書

Ⅱ
。

‐
‐
‐
－
，
‐
Ｉ
１
１
‐
‐
．

一
、
鱸
金
ノ
締
切
ハ
昭
和
十
一
年
三
月
舟
一
日
ト
ス

「
會
務
ノ
一
切
ハ
迫
ツ
テ
委
嘱
ス
ペ
キ
實
行
委
員
｜
一
之
ヲ
一
任
ス

ハ
や
其
他
（
醸
金
ノ
額
一
一
應
ジ
テ
之
ヲ
行
フ
ノ
成
案
ア
リ
）

「
會
員
鱸
金
ハ
五
回
以
上
（
但
シ
畢
生
二
回
以
上
）
ト
ス

一
一
、
其
他

「
記
念
事
業

「
本
會
ヲ
第

一
、
記
念
行
事

ィ
、
記
念
館
ノ
建
設
（
同
窓
會
員
ノ
會
合
宿
泊
使
用
。
同
窓
會
員
ノ
記
念
一
一
關
ス
ル
資
料
ノ
蒐
集
保
存
。
生
徒
ノ
小
集
會
。

同
窓
會
事
務
所
等
一
一
充
シ
）

ィ
、
記
念
式
（
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
墨
行
）
竝
’
一
勤
續
者
表
彰
、
物
故
者
慰
霊
祭
等

ロ
、
同
窓
會
大
會
開
催

勺
記
念
講
演
會
開
催

本
會
ヲ
第
五
高
等
學
校
開
校
第
五
十
年
記
念
會
ト
樗
烹
左
ノ
諸
行
事
竝
一
｜
諸
事
案
ヲ
行
う

弓
校
史
ノ
編
纂

附
録
五
高
同
窓
倉
と
開
校
五
十
年
記
念
倉

附
録
五
高
同
窓
倉
と
開
校
五
十
年
記
念
倉

昭
和
十
年
九
月
日

、

記

殿

｡）

趣
意
書

明
治
二
十
一
年
の
創
立
以
来
、
我
が
第
五
高
等
學
校
が
偉
大
な
る
足
跡

を
印
し
つ
閃
年
を
逐
う
て
隆
昌
に
赴
い
て
ゐ
る
こ
と
は
，
洵
に
御
同

慶
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
歴
代
校
長
の
安
富
な
る
經
菅
と
教
官
各

位
の
熱
心
な
る
指
導
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

記
が
、
又
一
面
、
光
輝
あ
る
歴
史
と
剛
健
な
る
傳
統
と
か
、
絶
え
ず
後
進

念
に
依
っ
て
繼
承
長
成
せ
ら
れ
て
來
仁
爲
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
鐘
に
我

會
が
母
校
に
於
て
は
、
五
十
年
の
歴
史
を
偲
び
誇
る
べ
き
傳
統
を
助
長
せ

館
し
む
く
く
、
來
ろ
昭
和
十
一
一
年
十
月
十
日
の
創
立
記
念
日
を
卜
し
て

盛
大
な
る
祇
賀
の
式
典
を
學
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
我

が
同
窓
會
に
於
て
も
、
此
の
際
、
特
に
第
五
高
等
學
校
開
校
第
五
十
年

記
念
會
を
組
織
し
、
何
等
か
の
記
念
行
事
竝
に
事
業
を
遂
行
し
て
各

自
龍
南
生
活
の
往
事
を
追
懐
す
る
と
共
県
母
校
及
び
龍
南
會
後
援
の

一
助
に
も
資
し
た
い
と
恩
ひ
ま
し
て
昨
年
の
本
部
總
會
に
之
を
提
案

五
七
一

１
１

五
高
同
窓
會

五
七
○

敬
具

Ｌ、．



記
念
會
館

に
竣
功
を
見
た
の
で
あ
る
。

附
録
五
高
同
窓
鯨
と
開
校
五
十
年
記
念
倉

五
七
一
一

し
て
、
満
場
一
致
の
賛
同
を
得
、
直
ち
に
数
名
の
企
誓
委
［
貝
を
委
嘱
し
て
、
鋭
意
熟
議
の
結
果
、
大
鵬
左
記
の
如
き
成
案
が
出

来
ま
し
た
の
で
、
今
夏
當
地
在
住
の
特
別
委
員
會
に
附
議
し
て
承
認
を
経
、
こ
の
程
漸
く
實
動
の
運
び
に
な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。
就
い
て
は
公
私
御
多
端
の
御
事
は
重
々
拝
察
致
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
卒
發
起
人
一
同
の
微
意
の
あ
る
所
を
御
賢
察
下
さ
い

ま
し
て
奮
っ
て
御
賛
同
御
援
助
の
程
偏
に
御
願
申
上
げ
ま
す
。

昭
和
十
年
十
月
四
日

第
五
高
等
學
校
第
五
十
年
記
念
會
發
起
人
一
同

記
（
依
頼
状
と
同
文
に
付
省
略
）

而
し
て
計
書
中
の
行
事
に
就
い
て
は
、
第
二
篇
第
一
一
章
第
七
節
に
述
べ
た
の
で
、
絃
に
は
重
出
せ
す
、
記
念
會
鯖
は
、
式
典
直
前

關愛紳長京憂滿朝熊兵大幅東
東奈
州･知川崎都潤洲鮮本庫阪岡京

附
鋒
兀
高
同
窓
會
と
開
校
五
十
年
記
念
管

卒
業
者
地
方
別
概
要

卒
業

一
五
七
一
一

六
八
二

三
七
七

二
七
七

二
五
九

二
四
二

二
二
五

一
四
○

一一一一一ハ

一
三
○

一
一
九

一
一
一
一

一
一
○

者
地
方
別
概
要
（
昭
和
士
一
年
十
月
現
在
）
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